
　　　　

令和７ 年 3 月 27 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

１，安全計画に基づく各種訓練（避難訓練、災害訓練など）
２，季節に応じたイベント（クリスマス、お誕生会、節分など）の実施
３，親子参加のイベント（年1回）
４，児童会館、屋内外遊具施設、図書館への訪問

（別添資料１）

家族支援

１，連絡帳や送迎時、お電話などにおいて過ごしのご様子や体調管理、過ごしの内容などを丁寧に
お伝えさせていただきます
２，ご家族様からのご心配・ご不安なことがありました際は都度ご対応させて頂き、寄り添った支
援を行います
３，育児に関すること、将来に向けての様々な思いを共有できる場として、保護者様が参加できる
イベント開催を行ってまいります

移行支援

１，在籍している園や支援学校、または関係機関との情報共有や必要に応
じて、将来に向けての話し合いの場を持つことを行ってまいります
２，ライフステージの進みに応じた、保護者様や関係機関の方々と情報提
供や共有、思いの確認などを行ってまいります

地域支援・地域連携
１，ご利用児が在籍する園や支援学校との連携
２，関係機関（相談支援事業所や行政、保健師など）との情報共有
３，自立支援会議への参加

職員の質の向上

１，法人内研修スケジュールに基づく、内部・外部研修の実施
２，法定研修の実施
３，児童発達支援管理責任者、強度行動障害取得研修への参加
４，ほか専門資格（保育士、社会福祉士など）取得への励行

支　援　内　容

１，健康状態の維持、管理
２，保護者さまからの当日状態の確認
３，医療処置の安定的な実施
４，1日の生活リズムの形成

１，身体機能の向上への支援、粗大運動（サーキット、ブランコ、バランスボール、ボールプールなど）
２，身辺動作の自立（トイレトレーニング、衣類の着脱、食事の摂取など）
３，保有する感覚への問いかけ（ブランコ、ボールプール、セラパテ、ジオボードなど
４，制作活動（指先の機能向上のための各種制作）
５，小集団活動（ミニゲーム、おにごっこ、リトミックなど）本

人
支
援

１，行動障害への予防及び対応（タイムテーブルを使用した時間の認知形成）
２，感覚や認知の活用（朝の会での時間・曜日・天候・季節感覚を取り入れる）
３，模倣行動への支援（買い物ごっこあそび、見本を見ながら作品制作）
４，数量、大小、色等の習得支援（積み木を使った計算あそぶ、粘土やセラパテなどによる色や重さ、形あそび）

１，絵本の読み聞かせによる支援
２，指差し、身振り、サインなどの活用した支援（指差し、身振り、サイン等を用いて、環境の理解と意思の伝達ができるよう支援する）
・人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得（歌あそび、かるたあそび、絵描きうた、あっちむいてほい　など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
受容言語と表出言語の支援（意思伝達、自分の意思表出を目的とした支援）・読み書き能力の向上のための支援（文字ならび、

１，愛着行動への形成支援（集団あそびを通して人との信頼関係の構築とそこから周囲と人との安定した関係性を構築する）
２，模倣行動への支援（まねっこ動物あそびなど）

支援方針
１，ご利用児一人ひとりに寄り添った医療や看護、様々な療育支援を実践していく
２，お子さま一人ひとりの“楽しい”を引き出すプログラムを実践していく
３，保護者様に寄り添った支援を実践していく

営業時間 送迎実施の有無 あり（看護師添乗での送迎対応）

法人（事業所）理念

〈法人理念〉
1.リハビリテーションを必要とする全ての人々に対し、安心・安全・安楽で高品質なホスピタリティの提供を目指す
2.地域に住む、さまざまな障がいのある人々や高齢者の方々に対し、個別性とリハビリテーションの専門性に特化したサービスを創造し、そして提供することを目指す
3.医療と福祉の連携を図ることで、地域に根付いたサービス提供を心掛けて、地域社会に貢献することを目指す
〈Reはーとぴいす理念〉
1.地域に根差しながら、ご利用児一人ひとりに寄り添った支援目指す
2.安心・安全にご利用児やそのご家族様が住み慣れた地域で過ごしていけるような支援ができるよう、職員教育や研修、価値観共有や理念の共有を目指す

事業所名 Reはーと ぴいす（児童発達支援・放課後等デイサービス） 作成日支援プログラム


